
 
令和４年度 

第３回上尾市立中学校給食共同調理場運営委員会次第 
 

            日時：令和４年１０月２７日（木） 
午後２時～ 

場所：中学校給食共同調理場 
２階研修室 

 
 
１ 開  会 
 
２ 会長あいさつ 
 
３ 議  題 
  今後の給食提供方式について    
   ・中学校給食の現状と課題             … 資料１ 
   ・学校給食に関するアンケート実施概要       … 資料２ 
   ・各方式のメリット・デメリット           … 資料３ 
 
４ そ の 他 
（１）令和５年度中学校給食実施計画表（案）について  … 資料４－１、２ 
（２）学校給食費の改定について            … 資料４－１ 
（３）その他 

 
５ 閉  会  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※次回運営委員会予定：１１月１５日（火）１４：００から  

中学校給食共同調理場 ２階研修室 
 



資料１ 

中学校給⾷の現状と課題 
 
 表 1 に本市の中学校給⾷における現状と課題について様々な⾓度から整理し、まとめました。 

表 1 中学校給⾷の現状と課題 
項 ⽬ センター＆サテライト⽅式(中学校) 

 

衛⽣管理 

〈現状〉 
 共同調理場及びサテライト調理場ともに現在の学校給⾷衛⽣管理基準に適した 
仕様となっていない。 
〈課題〉 
 安全・安⼼な給⾷確保のため、現在の学校給⾷衛⽣管理基準への適合(作業区域 
の適切な区分け等)と給⾷調理員の調理環境の改善を図る必要がある。 

 

喫⾷までに 
かかる時間 

〈現状〉 
 共同調理場での調理完了後、学校によっては⽣徒が喫⾷するまでに 2 時間※1 を 
超過しており、喫⾷までの時間を短縮する必要がある。 
〈課題〉 
 喫⾷までの時間を 2 時間以内に⾏える調理体制を検討する必要がある。 

 
施設の⽼朽化 

〈現状〉 
 共同調理場の建物の耐⽤年数が令和 29 年まで、サテライト調理場は令和 12 年に 
は市内全 11 校中 10 校が建築年数約 40 年となる。 

 
調理体制 

〈現状〉 
 ⺠間業者に⼈事管理、⼈員確保、調理を委託しているため、適切な⼈員で調理業 
務を実施できている。 

 

⾷育の推進 

〈現状〉 
 中学校に配置している県費の栄養教諭と共同調理場に配置している市費の栄養⼠ 
がそれぞれ２⼈おり、その 2 ⼈の栄養教諭が中学校と連携をとりながら⾷育の指導 
を⾏っている。 

 
 
⽣徒数 

〈現状〉 
 ほとんどの学校の⽣徒数は減少傾向にあり、全体の⽣徒数はピーク時(昭和 61 年) 
と⽐べると令和 12 年時点では半数以下に減少する⾒込みとなっている。 
〈課題〉 
 将来の⽣徒数を⾒据えた調理体制の⾒直しが必要となっている。 

運営コスト 
（⾷材費は除 
く） 

〈現状〉 
 ⼀⾷あたりの運営コストは 292 円(⾷材費は除く) 
※他市の⼀般的なセンター⽅式での⼀⾷あたりの運営コストは 249 円(⾷材費は除く)
〈課題〉 
 共同調理場とサテライト調理場で調理を⾏っている。そのためセンター⽅式の 
メリットである運営コストの低さの効果が少ない状況であり、より効率的な給⾷ 
調理を⾏える調理体制を検討する必要がある。 

 
※1 ⼤量調理マニュアル(厚⽣労働省)で「調理後の⾷品は、調理終了後から 2時間以内に喫⾷することが望ましい。」と記載  

※2 運営コストとは、施設維持費、衛⽣管理や調理業務費等の市が負担している⾦額のこと 
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資料２ 

学校給食に関するアンケート実施概要 

 
 

1 調査の目的 
本市の小・中学校の給食室は老朽化がすすんでおり、また国の定める学校給食衛

生管理の基準を満たした給食施設の更新が必要な状況にあります。そこで、現在の
児童・生徒・保護者が求める学校給食を調査するため。 

 
2 実施日 
    令和 4年 7 月 1 日から 7 月 21 日まで(保護者のみ) 

    令和 4 年 7月 1日から 8月 31日まで(児童生徒のみ) 
 
３ 対 象 

上尾市内小・中学校に通う児童生徒及びその保護者 
    ※児童生徒とその保護者で異なるアンケート(質問)を実施。 

 
4 回答者数(％) 

児童 5580 人(50.9％)、生徒 2788 人(49.6％) 
     児童の保護者 6,918人(80.6％)、生徒の保護者 3,624 人(69.6％) 
     ※小・中学校できょうだいがいる場合はどちらか１人分を回答 
  

    5 実施方法 
       児童生徒及びその保護者ともにWeb回答 
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 保護者からの回答結果 

設問 1 

 

結 果 

現状の学校給食に「満足している」「どちらかといえば満足している」と回答した小学
生の保護者が 92.93％、中学校が 82.47％。「どちらかといえば不満」「不満」と回答した
小学生の保護者が 7.07％、中学生が 17.52％。小・中学校ともに 8 割以上が現状の給食を
「満足」と回答。 

考 察 

中学校よりも小学校の給食の満足度がやや上回っており、給食に対する満足度に違い
がある。 
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設問 2 

 

結 果 

  設問 1で保護者が満足している回答した理由としては小・中学校ともに、「献立の内容」、
「おいしさ」「安全・衛生面」の順に回答数が多かった。 

考 察 

 「献立の内容」「おいしさ」の回答率の差異があり、学校給食に満足している保護者で
も小・中学校では理由に違いがあった。 
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設問 3 

 

結 果 

  設問 1 で保護者が不満に思っている理由としては、小学校が「献立・品数が不十分だか
ら」「おいしくないから」「給食費が高いから」の順に回答数が多かった。中学校が「おい
しくないから」「献立・品数が不十分だから」「給食が熱い・冷たいから」の順に回答数が
多かった。 

考 察 

学校給食に対して不満に思っている理由については小・中学校では大きな差異はなか
った。中学校の給食について「おいしくないから」「給食が熱い・冷たいから」の回答率
に多少の差異があった。 
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設問 4 

 

結 果 

  小・中学校ともに「栄養バランスの良さ」「おいしさ」「安全・安心」の順に回答数が多
かった。 
設問 5 

 

結 果 

  保護者が食育において重視してほしい考える点においては、小・中学校ともに「食に対
する感謝の気持ち」「食事のマナー」「食事の大切さ」「好き嫌いせずに栄養バランスよく
食べる」の順に回答数が多かった。 
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児童・生徒からの回答結果 

設問 1 

 
 

結 果 

  現状の給食を「好き」「どちらかといえば好き」と回答した児童が 93.9％、生徒が 85.5％。 
「どちらかといえば嫌い」「嫌い」と回答した児童が 5.9％、生徒が 14.3％と回答した。 
約８割以上の児童生徒が現在の学校給食を好んでいると回答した結果となった。 

考 察 

  「どちらかといえば嫌い」「嫌い」と回答した児童よりも生徒の方が回答率が高かった。 
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設問 2 

 

結 果 

   児童では「味付け・メニューがよいから」「いろんな食べ物が食べられるから」    
「デザート・フルーツがでるから」の順で回答が多かった。生徒では「いろんな食べ物
が食べられるから」「味付け・メニューがよいから」「好きなものがでるから」の順で回
答が多く、児童と生徒での理由に大きな違いはなかった。 
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設問 3 

 

結 果 

  児童では「嫌いな物がでるから」「食べられる時間が短いから」「味付け・メニューがよ
くないから」の順で回答が多かった。生徒では「嫌いな物がでるから」「味付け・メニュー
がよくないから」「食べられる時間が短いから」の順で回答が多かった。児童生徒ともに同
じ選択肢が上位であった。 

考 察 

  どの選択肢においても小・中学校に大きな差異はなかった。 
 
設問 4 

 

結 果 

  現在の給食の品数について児童・生徒ともに、「多い」「すこし多い」「ちょうどよい」と
回答したのが 90.3％であった。 
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設問 5 

 

結 果 

  給食の提供温度について児童では「熱い」「すこし熱い」「ちょうどよい」と回答したの
が 92.8％、生徒では 78.4％であった。「すこし冷たい」「冷たい」と回答した児童は 7％、 
生徒は 21.2％であった。 

 

考 察 

  回答した 21.2％の生徒が既存の提供温度に満足していない。そのため出来上がりの温度
を維持できるよう検討が必要となる。 

  
設問 6 

 

結 果 

  児童では、「デザート・フルーツのでる回数を増やしてほしい」「いまのままでよい」「い
ろいろなご飯やパンを食べたい」の順で多かった。生徒では「デザート・フルーツのでる
回数を増やしてほしい」「いまのままでよい」「おかずの種類を増やしてほしい」「一回あた
りのおかずの数を増やしてほしい」の順で多かった。 
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⽅
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⾷
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⾷
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⾷
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⾷
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⽸
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⽅
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⾷
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⾏
え
る
。

・
セ
ン
タ
ー
で
賄
う
⽣
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⾷
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⾏
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⽣
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⾷
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
調
理
施
設
が
校
舎
内
に
な
い
た
め
、
給
⾷
調
理
を
⾝
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

・
⼦
校
は
調
理
施
設
が
な
い
た
め
給
⾷
を
⾝
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

・
市
内
⽣
産
者
等
と
学
校
で
直
接
契
約
が
で
き
、
地
産
地
消
が
⾏
い
や
す

い
。

・
複
数
校
の
調
理
を
⼀
括
し
て
⾏
う
た
め
、
⼤
量
の
⾷
材
が
必
要
と
な
り
、

市
内
⽣
産
者
等
で
は
賄
い
き
れ
ず
、
地
産
地
消
が
⾏
い
づ
ら
く
な
る
。

・
複
数
校
の
調
理
を
⼀
括
し
て
⾏
う
た
め
、
⼤
量
の
⾷
材
が
必
要
と
な
り
、

市
内
⽣
産
者
で
は
賄
い
き
れ
ず
、
地
産
地
消
が
⾏
い
づ
ら
く
な
る
。

・
市
内
⽣
産
者
等
と
学
校
で
直
接
契
約
が
で
き
、
地
産
地
消
が
⾏
い
や
す

い
。

コ
ス
ト

（
⽤
地
取
得
費
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ま
ず
）

・
最
も
多
く
の
⼈
員
と
給
⾷
施
設
を
必
要
と
す
る
た
め
、
初
期
費
⽤
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
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最
も
⼤
き
い
。

・
セ
ン
タ
ー
の
他
に
各
校
の
サ
テ
ラ
イ
ト
調
理
場
で
も
調
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⾏
う
た
め

に
、
多
く
の
調
理
員
を
必
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す
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こ
と
か
ら
、
初
期
費
⽤
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
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が
⼤
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。

・
⼀
括
調
理
を
⾏
う
た
め
作
業
効
率
が
よ
く
、
最
も
少
な
い
⼈
員
と
給
⾷
施

設
で
運
営
が
で
き
、
初
期
費
⽤
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
コ
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ト
が
最
も
⼩
さ
い
。

・
2〜

3校
の
調
理
を
⼀
括
で
⾏
う
た
め
、
⾃
校
⽅
式
よ
り
も
少
な
い
初
期

費
⽤
、
ラ
ン
ニ
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グ
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運
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を
⾏
え
る
。

⼈
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保

・
多
く
の
⼈
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を
必
要
と
す
る
た
め
、
⼈
員
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
給
⾷
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な
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す
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理
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る
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調
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。

・
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調
理
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で
⾏
う
た
め
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も
少
な
い
調
理

員
で
運
営
を
⾏
え
る
た
め
安
定
し
た
運
営
を
⾏
い
や
す
い
。

作
業
効
率

・
各
校
で
調
理
作
業
を
⾏
う
た
め
、
セ
ン
タ
ー
⽅
式
よ
り
も
多
く
の
⼈
員

が
必
要
と
な
り
、
作
業
効
率
が
悪
い
。

・
セ
ン
タ
ー
で
は
調
理
を
集
約
化
で
き
て
い
る
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
調
理
場
で

多
く
の
調
理
員
を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
、
⾮
効
率
に
な
っ
て
い
る
。

・
調
理
を
集
約
化
で
き
、
少
な
い
調
理
員
で
調
理
作
業
を
⾏
え
る
た
め
、
効

率
が
最
も
よ
い
。

・
2〜

3校
の
調
理
を
集
約
化
で
き
る
た
め
、
⾃
校
⽅
式
よ
り
も
効
率
良
く

給
⾷
運
営
を
⾏
え
る
。

校
舎
へ
の

影
響

・
現
⾏
の
衛
⽣
管
理
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、
増
築
が
必
要
と
な
り
校
舎

更
新
に
影
響
が
あ
る
。

・
現
⾏
の
衛
⽣
管
理
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、
増
築
が
必
要
と
な
り
校
舎
更

新
に
影
響
が
あ
る
。

・
ま
た
、
⾃
校
式
へ
の
更
新
は
給
⾷
室
を
更
に
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
難
し
い
。

・
校
舎
内
に
調
理
場
が
な
い
た
め
、
校
舎
更
新
へ
の
影
響
は
な
し
。

・
⼤
幅
な
増
築
が
必
要
と
な
り
、
校
舎
更
新
に
⼤
き
な
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
。

リ
ス
ク

既
存
給
⾷
提
供
⽅
式
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

⾷
育

 
上
尾
市
の
既
存
給
⾷
提
供
⽅
式
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
表
に
⽰
し
ま
す
。
 
(塗
り
つ
ぶ
し
を
し
て
い
る
箇
所
が
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
)

 
ま
た
、
ご
参
考
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
⽅
式
及
び
親
⼦
⽅
式
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

資
料
３



                               資料４-１ 

４ その他 

 
（１）令和５年度中学校給食実施計画表（案）について 

 ご参考までに、例年どおり給食を実施する場合の令和５年度の実施計画表（案）を

資料４－２のとおり提示いたします。但し、（２）に記載してあります学校給食費改

定の検討とあわせて、次回の運営委員会で事務局案を提示させていただきます。 

（２）学校給食費の改定について 

 コロナ禍や社会情勢の変更における物価高騰等に直面し、中学校給食の食材の調達

に苦慮しています。令和４年度第２回運営委員会（書面審議）にて、学校給食費の見

直しを行い、委員の皆さまには「中学校給食費取扱い基準」の改定にご承認いただい

たところです。 
 このことにつきましては、教職員等の給食費を改定し、生徒分の学校給食費は、国

からの交付金を活用することで据え置くことができました。 
 平成２６年度の改定以降、現在まで学校給食費を維持してきましたが、安全・安心

な給食を維持するためには、現在の情勢を踏まえて学校給食費を見直す必要があるこ

とから、以下のとおり現状についてご報告いたします。 
 
物価高騰の状況 

【中学校】生徒数 5,617 人（令和 4 年 4 月 1 日時点） 

・R4 年 4 月１食単価平均－R3 年 4 月 1 食単価平均＝物価高騰相当分 

320.01 円－303.72 円＝16.29 円 

※物価高騰相当分である 16.29 円は令和 4 年 7 月～令和 5 年 3 月分の 133 回分について、

「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用して補助を行いました。 

16.29 円×5,617 人×133 回 '｡  補助額の合計 12,169,624 円 

（補助にあたっては、学校毎に計算して端数を切り上げています。） 

 

（参考）現行「中学校給食費取扱い基準」 

１ 給食費 

（１）月額／5,200 円（4月～7月、10 月～3月） 

     6,440 円（9月「8月の 4日分を含める」） 

  徴収・返金のための１食単価 310 円 

（２）牛乳だけの給食 

  適正な事由により、牛乳だけの給食を実施する場合は、牛乳代だけの金額と 

する。 

  牛乳代（消費税を含む）×飲用した回数＝徴収額（１円未満切り捨て） 

（３）教職員等の給食費 

月額／5,460 円（4月～7月、10 月～3月） 

     6,780 円（9月（8月の 4日分を含める）） 

  徴収・返金のための１食単価 330 円 
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